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（平成20年11月末現在）甲斐市の人口　74,371人（＋51）

住民基本台帳人口72,889人（＋34） 男性36,219人（－4） 女性36,670人（＋38）
世帯数28,267世帯（＋17） 外国人登録人口1,482人（＋17） （ ）内は前月比
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携帯で読み取る
と甲斐市の携帯
ホームページを
表示します。

QRコード

福笑い
■福笑いは、「おかめ」「おたふく」と呼ばれ
るお福面の、顔の輪郭だけを描いた紙の
上に、目隠しをされた人が切り抜いた眉、
目、鼻、口などを正しい位置（自分が思う
場所）に並べていく遊びです。目隠しをさ
れているため、自分の勘をたよりに顔の
形を作り、最終的に位置のずれたおかし
い目鼻立ちのこっけいな表情を見て笑い、
楽しみます。
■福笑いは起源や詳細があまり明らかに
なっておらず、どのような目的で始まっ
たのか分かっていないそうです。しかし
主にお正月に遊ぶことや、でき上がった
顔の表情を見てみんなで笑い合うことか
ら、「笑う門には福来る」のことわざのよう
に、新年の福を祈願したのではないかと
想像できます。

表紙の写真の中の牛の木目込み人形は、
望月初子さん（万才）の作品です。
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中村早希さん 

 小宮山香奈さん 
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申
告
の
準
備
を
早
め
に
し
ま
し
ょ
う
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早
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ま
し
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備
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早
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し
ま
し
ょ
う

申
告
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準
備
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早
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早
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申
告
の
準
備
を
早
め
に
し
ま
し
ょ
う 
申
告
の
準
備
を
早
め
に
し
ま
し
ょ
う 
 

次
に
該
当
す
る
人
は

甲
府
税
務
署
の
会
場
で
申
告
を

①
青
色
申
告
の
人

②
土
地
、
株
式
、
ゴ
ル
フ
会
員
権
等
の

譲
渡
所
得
の
あ
る
人

③
事
業
、
不
動
産
、
農
業
所
得
の
あ
る

人
で
、
初
め
て
確
定
申
告
を
す
る
人

④
事
業
、
不
動
産
、
農
業
所
得
の
あ
る

人
で
、
収
支
内
訳
書
に
記
載
の
で
き

な
い
人

⑤
雑
損
控
除
の
あ
る
人

※
市
の
仮
収
受
会
場
で
は
受
け
付
け
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
し
、
記
載
済
み
の
申
告
書
は
提

出
の
み
受
け
付
け
ま
す
）

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、

「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」が
あ
り
、

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
宅
で

い
つ
で
も
作
成
可
能
で
す
。

ま
た
、
確
定
申
告
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

方
式
の
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
や
申
告

書
、
各
種
計
算
書
等
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
不
明
な
点
は
甲
府
税
務
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　

http://w
w
w
.nta.go.jp/index.htm

e
-Tax

で
申
告
を
し
て
み
よ
う

e-T
ax

で
申
告
す
る
と
次
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

◎e
-Tax

申
告
に
よ
る
税
額
控
除

所
得
税
の
確
定
申
告
の
際
、
３
月
16

日
（
平
成
20
年
分
の
場
合
）
ま
で
に
、
電

子
証
明
書
に
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
申
告
を

す
る
と
、
最
高
で
５
、
０
０
０
円
（
そ
の

年
分
の
所
得
税
額
を
限
度
）
の
税
額
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
平
成

19
年
分
の
確
定
申
告
で
本
控
除
の
適
用

を
受
け
た
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
）

※e-T
ax

に
は
、
竜
王
庁
舎
市
民
課
窓
口

で
発
行
す
る
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
無
料
）
と
電
子
証
明
書
（
５
０
０
円
）

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
別
途
ご
用
意
く
だ

さ
い
。

◎e
-Tax

申
告
に
よ
る
優
遇
措
置

・
確
定
申
告
時
に
、
源
泉
徴
収
票
、
医

療
費
の
領
収
書
等
の
添
付
書
類
が
提

出
不
要
と
な
り
ま
す
。

※
た
だ
し
、
確
定
申
告
期
限
か
ら
３
年

間
、
書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・
還
付
ま
で
の
期
間
が
短
縮
さ
れ
ま
す
。

※
通
常
で
は
還
付
ま
で
に
６
週
間
か
か

り
ま
す
が
、
３
週
間
程
度
に
短
縮
さ

れ
ま
す
。

な
お
、e-T

ax

に
関
す
る
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
こ
ち
ら
を
参
照
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
確
定
申
告
は
、
国
へ
納
め
る
所

得
税
を
自
ら
計
算
し
、
税
額
を
申
告
し
て
納
付
ま
た
は
還
付
を
受
け
る
も
の
で
、
国
の

行
政
機
関
で
あ
る
税
務
署
に
対
し
て
行
う
も
の
で
す
。（
甲
斐
市
の
管
轄
は
甲
府
税
務
署
）

し
か
し
、
市
で
は
、
申
告
期
間
中（
２
月
16
日
〜
３
月
16
日
）に
限
り
、
国
税
庁
よ
り

許
可
を
受
け
、
市
職
員
に
よ
る
申
告
相
談
お
よ
び
申
告
書
の
仮
収
受（
市
で
税
務
署
へ

の
提
出
を
代
行
し
、
税
務
署
で
審
査
）を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
の
仮
収
受
会

場
に
は
、
税
務
署
の
職
員
は
お
り
ま
せ
ん
。
仮
収
受
会
場
の
混
雑
回
避
の
た
め
、
収
支

内
訳
書
、
医
療
費
控
除
内
訳
書
等
は
ご
自
分
で
記
載
し
て
か
ら
会
場
に
来
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
市
の
仮
収
受
会
場
や
日
程
は
、
広
報
誌
２
月
号
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※事業、不動産、農業所得のある人は、自分で収入金額、必
要経費等を記載しなければなりません。市の職員では、個
人の収入や経費を算出することはできませんので必ずご自
分での記載をお願いします。なお、記載方法がわからない
人は、税務署にて指導を受けてください。

収支内訳書は必ずご自分でご記入を
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所
得
税
の
還
付
申
告
は

甲
府
税
務
署
で

１
月
か
ら
受
け
付
け
ま
す

医
療
費
控
除
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を

受
け
る
人
や
、
年
末
調
整
を
受
け
て
い

な
い
人
で
、
確
定
申
告
を
す
る
と
所
得

税
が
還
付
に
な
る
人
は
、
１
月
か
ら
申

告
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
１
月
19
日
（
月
）
か
ら
は
甲
府

税
務
署
に
よ
る
申
告
作
成
会
場
が
次
の

と
お
り
設
置
さ
れ
ま
す
。

※
設
置
期
間
中
は
税
務
署
内
に
お
い
て
、

申
告
書
作
成
会
場
は
設
置
し
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
甲
府
税
務
署
設
置
申
告
書
作
成
会
場

※
２
月
16
日
（
月
）
か
ら
の
申
告
期
間
中

は
、
ど
の
会
場
も
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
早
め
に
申
告
を
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

住
民
税
の

申
告
が
必
要
な
人
に
つ
い
て

収
入
が
無
い
場
合
で
あ
っ
て
も
次
に

該
当
す
る
人
は
住
民
税
の
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て

い
る
人

・
所
得
証
明
書
や
非
課
税
証
明
書
な
ど

の
公
的
証
明
書
の
発
行
が
必
要
な
人

※
提
出
は
３
月
16
日
（
月
）
ま
で
に
、
竜

王
庁
舎
税
務
課
窓
口
か
市
の
確
定
申

告
仮
収
受
会
場
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
所
得
税
の
課
税
が
な
い
人
を

対
象
と
し
た
早
期
受
付
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

１
月
21
日
〜
23
日
の
３
日
間

午
前
９
時
〜
正
午
　

午
後
１
時
〜
４
時

受
付
場
所

・
竜
王
庁
舎
１
階
13
番
窓
口

・
敷
島
庁
舎
１
階
特
設
窓
口

・
双
葉
庁
舎
１
階
特
設
窓
口

住
民
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
つ
い
て

平
成
19
年
か
ら
の
税
源
移
譲
に
よ
り

所
得
税
が
減
額
と
な
り
、
控
除
で
き
る

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
が
減
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
平
成
18
年
末
ま
で
に
入
居
し
、

所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て

い
る
人
で
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ

な
か
っ
た
額
が
あ
る
場
合
は
、
翌
年
度

の
住
民
税
（
所
得
割
）
か
ら
控
除
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
計
算
方
法

控
除
額
＝
（
次
の
①
と
②
ど
ち
ら
か

少
な
い
額
）
‐
所
得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
額

①
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能
額

②
税
源
移
譲
前
（
平
成
18
年
以
前
）

の
税
率
で
算
出
し
た
所
得
税
額

●
申
告
方
法

毎
年
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

３
月
16
日（
月
）ま
で
に「
市
町
村
民
税
・

都
道
府
県
民
税
住
宅
借
入
金
等
特
別
税

額
控
除
申
告
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
確
定
申
告
を
す
る
人
…
確
定
申
告
書

と
一
緒
に
税
務
署
ま
た
は
市
町
村
申

告
受
付
会
場
へ
提
出
。

◎
確
定
申
告
を
し
な
い
人
…
源
泉
徴
収

票
（
原
本
）
を
添
付
し
て
平
成
21
年
１

月
１
日
現
在
居
住
の
市
町
村
へ
提
出
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

確
定
申
告
・e-Tax

に
つ
い
て
は
…

甲
府
税
務
署

０
５
５
（
２
３
３
）
３
１
１
１

住
民
税
の
申
告
に
つ
い
て
は
…

税
務
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
３

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、

電
子
証
明
書
に
つ
い
て
は
…

市
民
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

確
定
申
告
に
使
用
す
る

固
定
資
産
税
額
に
つ
い
て

確
定
申
告
時
に
必
要
経
費
と
し
て
記

載
す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
知
り
た

い
人
は
、
税
務
課
ま
た
は
敷
島
・
双
葉

支
所
各
市
民
課
に
お
い
て
、
資
料
を
お

渡
し
し
ま
す
。
申
告
間
近
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
取
り

く
だ
さ
い
。

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の

申
告
を
お
忘
れ
な
く

償
却
資
産
の
申
告
は
２
月
２
日
（
月
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
償
却
資
産
と
は
、
土
地
や
建
物
以
外

の
事
業
用
資
産
で
、
１
月
１
日
現
在

で
会
社
や
個
人
が
事
業
の
た
め
に
所

有
し
て
い
る
構
築
物
、
機
械
、
器
具
、

備
品
な
ど
の
資
産
が
対
象
で
す
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
み
な
さ
ん

滅
失
家
屋
の
届
出
が
必
要
で
す

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
に
土
地
・
建
物
・
償
却
資
産
を
所
有

し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
る
も
の
で
す
。

平
成
20
年
１
月
２
日
か
ら
の
１
年
間

に
、
お
持
ち
の
建
物
を
取
り
壊
し
た
場

合
に
は
、
滅
失
家
屋
の
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

届
出
に
必
要
な
も
の

印
鑑
・
取
り
壊
し
証
明
証

■
問
い
合
わ
せ
は
…

税
務
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
３

設置期間 場　所

1月19日（月）
〜

2月16日（月）

県民会館
地下１階展覧会場
（甲府市丸の内1-9-11）

2月17日（火）
〜

2月23日（月）

県民情報プラザ
地下１階展覧会場
（甲府市丸の内1-8-5）

2月24日（火）
〜

3月31日（火）

県民会館
地下１階展覧会場
（甲府市丸の内1-9-11）

確
定
申
告
に
使
用
す
る

固
定
資
産
税
額
に
つ
い
て

確
定
申
告
時
に
必
要
経
費
と
し
て
記

載
す
る
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
知
り
た

い
人
は
、
税
務
課
ま
た
は
敷
島
・
双
葉

支
所
各
市
民
課
に
お
い
て
、
資
料
を
お

渡
し
し
ま
す
。
申
告
間
近
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
取
り

く
だ
さ
い
。

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の

申
告
を
お
忘
れ
な
く

償
却
資
産
の
申
告
は
２
月
２
日
（
月
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
償
却
資
産
と
は
、
土
地
や
建
物
以
外

の
事
業
用
資
産
で
、
１
月
１
日
現
在

で
会
社
や
個
人
が
事
業
の
た
め
に
所

有
し
て
い
る
構
築
物
、
機
械
、
器
具
、

備
品
な
ど
の
資
産
が
対
象
で
す
。

家
屋
を
取
り
壊
し
た
み
な
さ
ん

滅
失
家
屋
の
届
出
が
必
要
で
す

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
に
土
地
・
建
物
・
償
却
資
産
を
所
有

し
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
る
も
の
で
す
。

平
成
20
年
１
月
２
日
か
ら
の
１
年
間

に
、
お
持
ち
の
建
物
を
取
り
壊
し
た
場

合
に
は
、
滅
失
家
屋
の
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

届
出
に
必
要
な
も
の

印
鑑
・
取
り
壊
し
証
明
書

■
問
い
合
わ
せ
は
…

税
務
課
（
竜
王
庁
舎
１
階
）

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
３

9

・開設時間　午前９時～午後５時
・土・日曜日、祝日は開設しておりません。
・ただし、２月22日（日）と３月１日（日）は開設します。
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桁
行
け
た
ゆ
き

三
間
、
梁
間
は
り
ま

三
間
、
屋
根
は

入
母
屋
造

い
り
も
や
づ
く
り

茅
葺
か
や
ぶ
き（
現
在
は
上
に
ト
タ

ン
が
掛
け
て
あ
り
ま
す
）、
四
周
に

は
縁
を
め
ぐ
ら
し
て
い
ま
す
。
内
部

は
小
屋
組
を
天
井
裏
に
設
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
四
天
柱
（
内
部
の
柱
）
が

無
く
て
も
屋
根
の
重
量
を
支
え
る
こ

と
が
で
き
、
こ
れ
に
よ

っ
て
仏
壇
を
奥
寄
り
に

設
け
堂
内
を
仏
事
礼
拝

に
広
く
利
用
で
き
る
よ

う
な
構
造
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
堂
は
馬
頭
観
音
像
が
安
置
さ

れ
て
い
る
の
で
観
音
堂
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
が
、
中
世
の
阿
弥
陀

あ

み

だ

堂
形
式

が
建
築
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
大
き

く
簡
略
化
さ
れ
、
機
能
的
な
変
化
の

過
程
を
経
て
発
達
し
て
き
た
も
の

で
、
重
厚
・
シ
ン
プ
ル
な
室
町
時
代

末
期
の
特
徴
を
よ
く
あ
ら
わ
し
て
い

ま
す
。

近
世
以
降
の
大
き
な
改
築
が
認
め

ら
れ
ま
す
が
、
同
時
代
の
堂
建
築
と

し
て
、
光
照
寺
薬
師
堂
（
甲
斐
市
岩

森
）、
長
谷
寺
本
堂
（
南
ア
ル
プ
ス
市

榎
原
）
が
、
と
も
に
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
貴
重
な

建
造
物
と
い
え
ま
す
。

（
所
在
地
　
牛
句
２
６
７
７
｜
１
）

旧
竜
王
河
原
宿
石
橋
は
、
縦
１
０

０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
40
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
の
大
き
さ
で
す
。
裏
面
に
は
、
永

禄
４
年
（
１
５
６
１
）
に
市
之
丞

い
ち
の
じ
ょ
う

が
幅

八
尺
（
約
２
・
４
メ
ー
ト
ル
）、
間
口

の
長
さ
九
間

（
約
１
６
・
３
メ

ー
ト
ル
）
の
石

橋
を
架
け
替
え
、

市
朗
右
エ
門
が

こ
の
銘
を
刻
ん

だ
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

石
橋
が
あ
る
こ
の
地
域
は
、
信
玄

堤
築
造
に
よ
っ
て
成
立
し
、「
竜
王
河

原
宿
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

信
玄
堤
は
、
竜
王
河
原
宿
の
西
側

を
流
れ
る
釜
無
川
の
水
害
か
ら
、
耕

作
物
や
集
落
を
守
る
上
で
重
要
な
堤

防
で
す
。
永
禄
３
年
（
１
５
６
０
）
の

武
田
家
朱
印
状
（
県
指
定
「
保
坂
家
文

書
」）
に
は
、
棟
別
役
（
税
金
）
免
除
を

も
っ
て
龍
王
川
除

り
ゅ
う
お
う
か
わ
よ
け（
信
玄
堤
）
付
近
に

集
住
を
促
す
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
書
状
か
ら
、
人
々
に
居
住

を
お
願
い
し
、
堤
防
の
維
持
管
理
に

あ
た
ら
せ
た
こ
と
が
推
測
で
き
ま

す
。
竜
王
河
原
宿
が
あ
っ
た
場
所
は
、

道
に
面
し
て
間
口
が
狭
く
、
奥
に
細

長
い
長
方
形

の
区
画
と
な

っ
て
い
て
、

計
画
的
な
地

割
だ
っ
た
こ

と
を
、
現
在

の
町
並
み
か

ら
も
、
う
か

が
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

竜
王
河
原
宿
の
成

立
に
は
い
ろ
い
ろ
な

説
が
あ
り
ま
す
が
、

石
橋
に
残
る
永
禄
４
年
（
１
５
６
１
）

の
銘
か
ら
竜
王
河
原
宿
は
、
少
な
く

と
も
そ
の
時
期
に
は
成
立
し
て
い
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
所
在
地
　
竜
王
１
８
１
０
｜
２
）

こ
の
石
橋
は
現
在
、
山
梨
県
立
博

物
館
の
シ
ン
ボ
ル
展
「
信
玄
堤
」（
１

月
19
日
ま
で
）
で
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

峰
観
音
堂

み
ね
か
ん
の
ん
ど
う

市
指
定
建
造
物
　

昭
和
45
年
10
月
1
日
指
定

旧
竜
王
河
原
宿
石
橋

き
ゅ
う
り
ゅ
う
お
う
か
わ
ら
じ
ゅ
く
い
し
ば
し

市
指
定
歴
史
資
料

昭
和
58
年
5
月
6
日
指
定
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12月７日●
信玄太鼓保存会が県代表に

第20回県ふるさと太鼓まつり・第８回県ジュニア太
鼓フェスティバルが、双葉ふれあい文化館で開催されま
した。フェスティバルは、日本太鼓ジュニアコンクール
の県予選を兼ね、高校生以下のメンバーで構成する５チ
ームが出場。審査の結果、信玄太鼓保存会・飛竜（小学
校５年生から高校３年生の13人で構成）が最優秀に選ば
れ、３月に静岡県で開かれる全国大会への出場を決めま
した。審査では、太鼓を叩く基本が良い、ばちの流れが
良く安定感がある、太鼓だけで強弱を出し工夫されてい
るなどが評価されました。太鼓まつりでは、甲州ろうあ
太鼓・甲斐和太鼓衆信玄太鼓保存会や甲府囃子保存会な
ど７団体が威勢のいいばちさばきを披露しました。

清川・吉沢各地区において地域ふれあい館祭りが開催されま
した。清川ふれあい館では、地域の特色を生かしながら、ワイ
ンビーフやバームクーヘンが当たる玉子探しゲーム、ポニーや
馬の乗馬体験、革細工工房などのイベントが行われました。ま
た、お祭りの最後に行われたピアノ・バイオリンコンサートで

は、参加者全員で
「赤とんぼ」の合唱
を行うなど楽しい
秋の一日を満喫し
ました。
吉沢ふれあい館

では、自分であみ
だを歩いて賞品を
獲得する人間あみ
だくじや椅子取り
ゲーム、バルーン
アート教室などが
行われました。ま
た、軽トラックの
荷台を屋台風に見
せて模擬店を出す
など、遊び感覚の
あるお祭りを参加
者たちは楽しみま
した。

竜王南部公民館活動推進協議会主催の
グラウンドゴルフ大会が、竜王南部公民
館グラウンドで行われました。この大会
は、地域の交流や育成会活動の活性化を
目的とし、学区の違う子どもたちの交流
の場として毎年行われています。今年は、
地区の小中学生92人が参加し、地区別、
個人それぞれの部門で競い、参加した子
どもたちは、よいスコアを目指しがんば
りました。

●11月16日　
「やんちゃ和尚」廣中住職が講演
敷島総合文化会館において、青少年健全育成推

進大会が開催され、市内小中学生による「家庭の
日・青少年を育む日」啓発ポスターや作文の優秀
作品の表彰、弁論発表が行われました。続いて行
われた講演では、不登校や非行などの問題・悩み
を抱える少年少女を寺に預かり、社会復帰させる
活動を続けていることで有名な廣中邦充さんが、
「子どもたちの心の叫びを聞いてほしい」と体験
談を来場者に訴えました。また、保坂市長が考え
る「創甲斐教育」にも触れ、「家庭・親・学校・先
生・地域が心を一つにして、子どもたちに接する
ことが必要」と話してくれました。

●11月15日
小中学生グラウンドゴルフ大会

●11月・12月　地域ふれあい館祭り

清川地域ふれあい館清川地域ふれあい館

吉沢地域ふれあい館吉沢地域ふれあい館
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●12月４日　押し絵絵馬作り
竜王南部公民館で行われた絵馬作りは、

年の始まりの縁起物である干支を、絵馬に
貼り付けて作るもので、この時期に毎年行
われています。参加した人たちは、「毎年参
加して十二支を集めている」「うし年の孫の
ためにプレゼントしよう
と思っている」「初め
て参加して意外と難
しい」など、それぞ
れが思い思いに作
成し、出来上がっ
た絵馬に満足して
いました。

秋晴れの下、ドラゴンパークにおいて市内の児童館合
同による運動会が行われました。今年も、各児童館で行
っている幼児教室に参加している親子が参加し、２日間
にわけて行われました。初日は、２歳から３歳の子ども
たちが、玉入れやボール運びなどを楽しみ、２日目は、
０歳から１歳までの子どもたちが、宝ひろいやアンパン
マンたちとふれあいました。競技中に、泣き出してしま
う子どももいましたが、参加した人たちは、親子で楽し
く過ごしました。

市では３年に一度の戦没者慰霊祭を双葉ふれあい文化
館で行いました。式には遺族、市関係者ら約300人が参
列。全員で戦没者に黙とうを捧げた後、市長が祭文を読
み上げました。遺族関係者らが慰霊の言葉を述べ、参列

者一人ひとり
が祭壇に白菊
を献花して戦
没者を追悼す
るとともに、
戦争のない平
和な社会を築
く決意を新た
にしました。

「双葉農の駅」で秋の収穫祭が行われました。新鮮野菜コー
ナーや菜花の摘み取り体験のほか、おいしいものコーナーで
はとろめしや昔懐かしいうす焼きを販売。無料配布コーナー
では、綿菓子、ポップコーンの他に、10種類以上の野菜が入
った豚汁が振る舞われ、訪れた人たちは具だくさんでボリュ
ームのある豚汁に満足していました。また、直売所には朝早
くから大勢の人が来店し、一定の金額以上を買い上げた人に
果物、野菜のプレゼントが行われました。

●11月27日　甲斐市戦没者慰霊祭

●11月12・13日　第４回乳幼児運動会

11月25日●
男女共同参画推進講座「男の料理教室」
甲斐ヒューマンプラン推進委員会は、食生活改善推進委

員会の後援で、女性が社会に出やすい環境づくりを目的に、
男の料理教室を開催しました。この日は、全３回の講座の
１回目で、カレーライスとチキンのさっぱり煮に挑戦しま
した。１回目という
こともあり、初めは
上手く行かないこと
もありましたが、参
加者からは「思ったよ
り簡単にできた」「自
分で作るとおいしい」
と完成した料理の出
来ばえに満足した様
子でした。

農の駅収穫祭 11月23日●



◎男子ダブルスＢ級
優　勝 長尾雄介・耳塚俊将
準優勝 小田切孝司・小倉裕哉
第３位 西川信吾・三浦憲雄

◎男子ダブルスＣ級
優　勝 古屋詮・望月令文
準優勝 深沢久・三村勝啓
第３位 小澤幸久・土塔寛

◎男子ダブルスシニア
優　勝 後藤吉勝・小田切信哉
準優勝 小倉一雄・飯島保利
第３位 松永光雄・深井美好

◎女子ダブルスＡ級
優　勝 穂坂好美・佐野ゆう子
準優勝 萩原歩・中山みずほ
第３位 三枝有希・阪本美幸

◎女子ダブルスＢ級
優　勝 田中直美・岸本晴美
準優勝 田中清美・保坂幸子
第３位 新田昌代・加藤礼子

第５回甲斐市スポーツ少年団
ミニバスケットボール交歓大会結果報告
11月29日（土）、竜王東小学校体育館を主会場と

して開催され、市内外から32団、約640人が参加し、
市内の少年団が大活躍しました。
女子１組優勝　敷島南ミニバスケットスポーツ少年団
女子２組優勝　玉幡ミニバスケットスポーツ少年団
女子３組優勝　双葉ミニバスケットスポーツ少年団
男子４組優勝　竜王ミニバスケットスポーツ少年団
男子５組優勝　市川ミニバスケットスポーツ少年団

第５回甲斐市バレーボール祭り結果報告
11月23日（日）、竜王小体育館を主会場に開催さ

れ、市内から男子５チーム、女子13チームが参加し、
熱戦が繰り広げられました。

◎男子Ａパート
優　勝 下三ＶＣ
準優勝 アタックドラゴン

◎女子Ｂパート
優　勝 敷島新町
準優勝 富竹新田３区

◎女子Ｃパート
優　勝 四ツ谷クラブ
準優勝 Ｔeam Ｆ

新春マラソン参加者募集
竜王走ろう会主催の新春マラソンが開催されます。

みなさんふるってご参加ください。

日時 １月２日（金）
午前７時30分～

集合場所 釜無川レクリエーションセンター前
距離 約３キロメートル
※事前の申し込みはありませんので、参加希望者は
当日集合してください。
■問い合わせは…竜王走ろう会（代表・実方）

055（276）7487

山梨県体育協会創立80周年記念表彰
県体育協会が創立80周年を迎え、11月22日（土）、

甲府富士屋ホテルにおいて記念式典が催されました。
この席上で、体育功労者の記念表彰が行われ、本市
から推薦の２名が長年の功績によって表彰されまし
た。おめでとうございました。

◎樋幹也さん
旧敷島町体育協会会長、市体育協会会長として、
組織の統括、発展に貢献されました。

◎穴水庸夫さん
旧竜王町体育協会副会長として、長きにわたり、
組織の発展に貢献されました。
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甲斐市スポーツ施設開放
一斉開放
場　所 双葉公民館ホール
日　時 １月20日（火）

・学校体育施設（２月分） 午後７時～
・社会体育施設（３月分） 午後８時～

随時開放
場　所 スポーツ振興課・竜王北部公民館・敷島公

民館窓口
日　時 １月23日（金）～

午前８時30分～午後５時30分
・学校体育施設（２月分）
・社会体育施設（３月分）

■問い合わせは…
教育委員会スポーツ振興課
0551（20）3656

第４回甲斐市スポーツ少年団交流会
11月15日（土）、敷島総合公園運動場で開催され、

市スポーツ少年団所属の33団から、団員551人、指
導者・保護者191人が参加し、○×ゲームや大玉送
りなど５種目を行い、日頃交流の少ない他種目の子
どもたち同士も親睦を深めました。

紅葉の甲斐路を快走
第５回甲斐市駅伝大会結果報告
11月16日（日）、敷島総合公園運動場を主会場に

開催されました。市内から支部の部へ11チーム、オ
ープン参加の部へ８チーム、中学校の部へ15チーム
が参加し、紅葉の甲斐路を舞台に熱戦を繰り広げま
した。（敬称略）

◎支部の部
優　勝 双葉１Ａ支部　準優勝 宮地Ａ
第３位 上町北区
☆区間賞
１区 清水友里奈（双葉６支部）
２区 清原一真（双葉１Ａ支部）
３区 小林拓磨（双葉１Ａ支部）
４区 原田有希（双葉６支部）
５区 雨宮　司（境区Ａ）
６区 大沢正和（睦沢区Ａ）

◎オープン参加の部
優　勝 まなちゃんズ　準優勝 kai・Rookies
第３位 双葉１Ａオープン
☆区間賞
１区 猪股茜音（kai・Rookies）
２区 上杉健仁（まなちゃんズ）
３区 小池宣夫（双葉１Ａオープン）
４区 山口まな（まなちゃんズ）
５区 相山　賢（ファミリーズ）
６区 柳　一哉（まなちゃんズ）

◎中学校の部
優　勝 双葉中学校Ａ　準優勝 玉幡中陸上部Ａ
第３位 双葉中学校Ｂ
☆区間賞
１区 丹沢美咲（竜王北中学校Ａ）
２区 安達原圭輔（双葉中学校Ａ）

山下昌悟（竜王中学校Ｂ）
３区 伊藤豪志（双葉中学校Ａ）
４区 村田彩音（玉幡中陸上部Ａ）
５区 内田　聖（双葉中学校Ａ）
６区 黒木　瞬（双葉中学校Ａ）

第４回甲斐市バドミントン大会結果報告
11月16日（日）、敷島体育館で開催され、男子28

チーム、女子12チームが参加し、熱戦が繰り広げら
れました。（敬称略）
◎男子ダブルスＡ級
優　勝 日向稔・高谷昭一　
準優勝 五味勇二・細田智愁
第３位 田中真也・石原直美
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12月といえば、やっぱり
子どもたちが一番楽しみに
しているクリスマス。市立
図書館３館では、一足早い
クリスマス会が行われスク
リーン絵本や手袋人形、音
楽会など参加したみなさん
は、さまざまなイベントを
楽しみました。サンタに扮

したおじさんたちのバンド演奏では、クリスマスソングが流れ
ると、子どもたちは身体をリズムに合わせ動かしながら、笑顔
いっぱい大きな声で一緒に歌っていました。

ブックスタートとは、「絵本」を介し
て赤ちゃんとその保護者が肌のぬくも
りを感じながら、言葉と心を通わすひ
とときを持つことを応援する事業で
す。市では、市内在住の乳幼児を対象
に絵本を１冊、４か月健診時にお配り

しています。
本を入れるバッグ
は、市の図書館にお
いてお渡ししていま
す。まだ、バッグを
受け取られていない
人は、ぜひお近くの
図書館までお越しく
ださい。

また、図書館ではお話会等のイベン
トも行っていますので、市ホームペー
ジやチラシ等で確認の上、お気軽にご
参加ください。

図書館トピックス

11月29日(土)、竜王図書館
において、古典楽楽講座が開
催されました。今回は第二弾
として、江戸の庶民の音とし
て四百年の歴史ある三味線・
長唄を取り上げました。長唄
の解説をまじえて演奏を聴き、
凛とした三味線の音に身が引
き締まるようでした。三味線
の音色とともに、古典芸能に触れた時間をすごしました。

ブックスタートはご存じですか

クリスマス会

古典楽楽講座開催
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竜 王 西 児 童 館
055（279）3731

竜王東児童センター
055（278）1178

竜 王 北 児 童 館
055（279）1911

玉 幡 児 童 館
055（276）9656

敷島みなみ児童館
055（277）9720

敷島ふれあい中央児童館
055（277）9220

敷島なかよし児童館
055（277）1121

双 葉 西 児 童 館
0551（28）4588

双 葉 東 児 童 館
0551（28）1214

6 子育て相談日
10：30

7 かるた大会
15：30

お正月遊び
15：00

七草を知ろう
15：30

かるた大会
15：00

お正月の遊び
15：30

一億円ゲーム
10：00

9 子育て相談日
10：00

ナンバーリンク
15：30

たこを作ろう
15：00

16 インディアカ
15：00

10 かるた大会
10：00

紙芝居
10：00

ぬりえ
10：00

14 おしるこ会
15：30

3B体操
14：30

おしるこ会
15：30

読み聞かせ
15：30

正月遊び会
15：00

15 お正月の遊び
15：30

おしるこ会
15：30

おもちゃの病院
14：00

おしるこ会
15：30

19 手話クラブ
15：30

20 ナンバーリンク
15：30

マフラー作り
15：00

21 こま作り
15：30

音楽遊び
15：00

マフラー作り
15：00

ナンバーリンク
15：30

室内雪合戦
15：30

26 DVDをみよう
15：30

マフラー作り
15：00

22 マフラー作り
15：00

23 作って遊ぼう
15：30

ナンバーリンク
15：00

24 インディアカ
10：00

音楽遊び
10：00

お話会
10：00

28 3B体操
14：30

作って遊ぼう
15：30

表現遊び
15：30

マフラー作り
15：00

27 DVDを観よう
15：30

マフラー作り
15：00火

29 street dance
15：30

子育て相談
10：30

マフラー作り
15：00

31 DVD鑑賞
10：00

コマあそび
10：00

ビデオ会
10：00

30 DVD鑑賞会
15：30

ボランティア
15：30

竜 王 南 児 童 館
055（279）7666

お正月遊び
15：00

おしるこ会
15：30

マフラーを作ろう
15：00

マフラーを作ろう
15：00

ナンバーリンク
15：30

マフラー作り
15：00

室内レクリエーション
15：00金

17 ナンバーリング
10：00

かるたあそび
10：00

ナンバーリンク
10：00

木

土

火

水

金

金

土

水

木

月

火

水

月

木

金

土

水

土



テーマ ウシさん大集合
内容 お話、ブックトーク、工作

対象 小学生
日時 １月31日（土）

午前10時30分～11時30分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、切り紙など

対象 ５か月～１歳６か月
日時 １月15日（木）

午前10時30分～11時
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手袋人形、絵本の紹介など

対象 １歳６か月～
日時 １月15日（木）

午前11時10分～11時40分
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 わらべうた、読み聞かせ、

手遊び、パネルシアターなど

対象 幼児・小学生
日時 １月17日（土）

午後２時～２時30分
場所 敷島図書館じどうとしょかん
内容 詩、語り、読み聞かせ、わ

らべうたなど

日時 １月６日（火）午前10時～
場所 敷島総合文化会館エントラン

スホール

聞いて味わう本の世界。どなたで
もお気軽にご来店ください。
日時 １月15日（木）

午後１時30分～
場所 竜王図書館２階会議室
メニュー　「鬼平犯科帳」より

「麻布一本松」 池波正太郎
板前 ねの会
助っ人板前　

クロスポイント、すずの会

日時 １月８日（木）、22日（木）
場所 竜王図書館おはなしコーナー
・ひよこ組
対象 ５か月～１歳６か月
時間 午前10時15分～10時45分
内容 読み聞かせ、手遊びなど

・こぐま組
対象 １歳６か月～
時間 午前11時～11時30分
内容 読み聞かせ、パネルシ

アター、おりがみなど

対象 幼児・小学生
日時 １月10日（土）、24日（土）

午前10時30分～11時15分
場所 竜王図書館おはなしコーナー
内容 お話、読み聞かせ、パネル

シアター、工作など

対象 小学生
日時 １月17日（土）

午前10時30分～11時30分
場所 竜王図書館おはなしコーナー

定員 先着100人
内容 文化協会茶道部、野崎先生

とお弟子さん、三曲むらさ
き会、古屋洋子先生とその
お弟子さんの協力を得なが
ら、抹茶を振る舞い琴を奏
で、新春の装いで来館者を
お出迎えします。

対象 乳幼児
日時 １月８日（木）

午前11時～11時30分
場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、手遊び、紙芝

居など

対象 幼児・小学生
日時 １月10日（土）・24日（土）

午前10時30分～11時
場所 双葉図書館おはなしコーナー
内容 読み聞かせ、パネルシアター

など

『ハリーポッターと
不死鳥の騎士団』
2007年/イギリス、アメリ
カ/138分　監督/デヴィッ
ド・イェーツ他　出演/ダ
ニエル・ラドクリフ、エ
マ・ワトソン他　

日時 １月24日（土）午後１時30
分開演（１時開場）

場所 敷島総合文化会館大ホール
定員 先着270人

日時 １月25日（日）午後１時30
分開演（１時開場）

場所 竜王図書館２階視聴覚室
定員 先着180人

しろくまちゃんのおへや

朗読のおいしいお店
おきらく亭　

キッズぷらねっと　
～ストーリーテリング編～

敷島図書館

らいおんちゃんのおうち

らいおんちゃんのゆりかご

らいおんちゃんのへや

ふうせん劇場

竜王図書館

キッズぷらねっと
～ブックトーク編～

こぐまちゃんのおへや

おはなしのとびら

上映会のお知らせ

開館時間 ●平　日：午前10時～午後7時
●土・日：午前09時～午後5時

１月のおやすみ 定例休館日 5日（月）、12日（月）、19日（月）、26日（月）
月末整理日 30日（金）
年始休館日 １日（木）～４日（日）

双葉図書館

抹茶のサービスと
お琴でお出迎え

年末年始休館日中の返却について
休館中返却する図書は返却ポストに入れてください。ただし、ビデオ・ＤＶＤ・ＣＤ
などは破損の恐れがあるので、開館してから窓口へ返却してください。
●返却ポストの設置場所･･･各図書館入口

17



日
時

１
月
11
日(

日
）

受
付

午
前
９
時
〜

式
典

午
前
10
時
〜

場
所

昭
和
町
「
ア
ピ
オ
」

対
象
者

昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

■
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
８

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

市
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童
生
徒
が

住
ん
で
い
る
地
域
に
よ
り
、
就
学
す
る

小
・
中
学
校
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
家
庭
や
児
童
生
徒
の
特
別

な
事
情
に
よ
り
、
教
育
委
員
会
が
「
相
当

な
理
由
が
あ
る
」
と
認
め
る
場
合
は
、
保

護
者
の
申
し
立
て
に
よ
り
指
定
学
校
以

外
の
学
校
へ
通
う
こ
と
が
で
き
る
「
指
定

学
校
変
更
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
市
外
に
住
民
票
が
あ
り
、
特

別
な
事
情
に
よ
り
甲
斐
市
の
学
校
に
就

学
を
希
望
す
る
場
合
は
、「
区
域
外
就
学
」

と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

制
度
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。（
各
申
請
書
の
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
も
可
能
）

申
請
場
所
　

学
校
教
育
課
窓
口
（
随
時
受
付
）

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
は
…

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
７

平
成
21
年
４
月
に
小
中
学
校
へ
入
進

学
す
る
児
童
が
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
に
、

県
よ
り
支
度
金
と
し
て
、
児
童
一
人
に

つ
き
１
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
市
か
ら
同
様
に
１
万
円
、
義

務
教
育
修
了
者
に
は
２
万
円
を
支
給
し

ま
す
。（
た
だ
し
、
所
得
制
限
等
あ
り
。）

対
象
と
な
る
人
は
、
子
育
て
支
援
課

ま
た
は
、
竜
王
・
双
葉
支
所
各
地
域
課

窓
口
へ
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

１
月
30
日
（
金
）

※
期
限
厳
守

※
郵
送
等
で
も
申
請
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
支
援
課
　
敷
　

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
５

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
20
歳
以

上
か
ら
60
歳
未
満
の
人
は
、
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
や
が
て
訪
れ
る
老
後

や
、
生
活
の
安
定
を
損
な
う
よ
う
な
思

わ
ぬ
事
態
に
備
え
、
保
険
料
は
納
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

●
保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
だ
と
…

納
期
限
か
ら
２
年
を
経
過
す
る
と
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
た
め
、
将
来
、
受
給
す
る
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
財
産
差
押
え
を
す
る
場
合
も
…

万
一
、
納
付
資
力
が
あ
り
な
が
ら
未

納
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
ほ
か

の
納
付
者
と
の
公
平
性
を
確
保
す
る

た
め
、
国
税
徴
収
法
に
基
づ
き
財
産

の
差
押
え
が
開
始
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
本
県
に
お
い
て
も
こ
れ
ま

で
４
０
０
件
を
超
え
る
財
産
差
押
え

を
執
行
し
、
引
き
続
き
納
付
催
告
を

強
化
す
る
方
針
で
す
。

●
保
険
料
の
納
付
は
…

保
険
料
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付

さ
れ
る
「
納
付
案
内
書
」
で
、
金
融
機

関
、
郵
便
局
、
ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
口
座
振
替
に
す
る
と
、

通
常
は
翌
月
末
に
引
き
落
と
さ
れ
る

保
険
料
が
当
月
末
に
引
き
落
と
し
さ

れ
る
「
早
割
制
度
」
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
、
保
険
料
が
毎
月
50
円
割
引

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
括
前
納
や

６
か
月
前
納
は
割
引
額
が
さ
ら
に
有

利
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な

場
合
に
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

竜
王
社
会
保
険
事
務
所

国
民
年
金
業
務
課
　

０
５
５
（
２
７
８
）
１
１
０
４

工
業
統
計
調
査
は
、
全
国
の
製
造
業

を
営
む
事
業
所
の
１
年
間
の
生
産
活
動

に
伴
う
製
造
品
出
荷
額
、
原
材
料
使
用

額
等
を
調
査
し
、
産
業
別
、
規
模
別
、

地
域
別
に
製
造
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
す
。

調
査
は
、
統
計
調
査
員
が
事
業
所
を

訪
問
し
、
調
査
票
に
記
入
を
依
頼
す
る

方
法
に
よ
っ
て
行
い
ま
す
。
今
年
は
、

従
業
者
数
に
関
係
な
く
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
全
て
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

お
忙
し
い
時
期
と
は
思
い
ま
す
が
、

調
査
の
対
象
と
な
る
事
業
所
の
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ご
提
出
い
た
だ
く
調
査
票
に

つ
い
て
は
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容

の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確

な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
企
画
課
　
竜
　

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
２
　

行

政

募

集

相

談

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

ス

ポ

ー

ツ
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情
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平
成
21
年
成
人
式
の
お
し
ら
せ

市
内
小
中
学
校
の
指
定
学
校
変
更
の

許
可
基
準
に
つ
い
て

ひ
と
り
親
家
庭
入
学
・
進
学
等
祝
金

支
給
に
つ
い
て

平
成
20
年
工
業
統
計
調
査

国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
て
い
ま
す
か



市
で
は
、
毎
年
計
量
法
に
基
づ
き
、

一
定
期
間
を
経
過
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー

を
無
料
で
取
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。（
漏
水
等
が
あ
っ
た
場
合
は
、

修
理
内
容
に
よ
り
別
途
修
理
費
が
か
か

り
ま
す
）
該
当
す
る
ご
家
庭
に
、
市
の
委

託
業
者
が
身
分
証
を
携
帯
し
て
伺
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
周
辺

に
自
動
車
等
の
障
害
物
や
庭
で
の
ペ
ッ

ト
の
放
し
飼
い
で
作
業
が
困
難
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
作
業
し
や
す

い
状
態
に
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

対
象
区
域（
竜
王
お
よ
び
双
葉
地
区
）

作
業
期
間

３
月
頃
ま
で

■
問
い
合
わ
せ
は
…
水
道
局
工
務
課

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
３
４

障
害
者
控
除
と
は
所
得
税
法
や
地
方

税
法
上
の
所
得
を
申
告
す
る
際
に
、
本

人
ま
た
は
扶
養
親
族
が
障
害
者
ま
た
は

特
別
障
害
者
に
該
当
す
る
場
合
に
、
一

定
金
額
を
所
得
者
か
ら
控
除
す
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。

対
象
と
な
る
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
お
よ
び
２
級

以
外
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人
（
１
級

お
よ
び
２
級
の
人
は
、
特
別
障
害
者

控
除
の
対
象
者
で
す
）

・
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
65
歳
以
上
の
人
で
、
心
身
の
障

害
の
程
度
が
身
体
障
害
者
手
帳
等
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人
に
準
ず
る
状

態
に
あ
る
と
市
か
ら
認
定
さ
れ
た
人

認
定
基
準

直
近
の
介
護
保
険
の
認
定
調
査
資
料

等
を
基
に
判
定
さ
れ
ま
す
。

１
日
常
生
活
動
作
の
状
況
の
「
歩
行
・
移

乗
」「
排
泄
」「
食
事
」「
洗
身
」「
着
脱
衣
」

の
う
ち
１
項
目
以
上
「
一
部
介
助
」
ま

た
は
「
全
介
助
」
に
該
当
す
る
場
合

２
認
知
症
高
齢
者
の
状
況
の
、
認
知
症

の
状
況
の
「
記
憶
障
害
」「
失
見
当
識
」

の
う
ち
１
項
目
以
上
「
軽
度
」
に
該
当

し
、
か
つ
、
問
題
行
動
の
状
況
（
６
項

目
）
が
１
項
目
以
上
「
中
度
」
に
該
当

す
る
場
合

※
１
ま
た
は
２
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

障
害
者
控
除
の
対
象
に
な
る
該
当
項

目
や
そ
の
度
合
い
に
よ
っ
て
、「
障
害

者
」
ま
た
は
「
特
別
障
害
者
」
に
認
定

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
認
定
さ
れ
て
い

て
も
申
告
の
際
に
「
認
定
書
」
を
提
出

し
な
い
と
控
除
の
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

※
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
て
も
、
必

ず
し
も
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
請
手
続

該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
場
合
、
高
齢

福
祉
課
ま
た
は
竜
王
・
双
葉
支
所
各

地
域
課
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
を
受
け
た
ら

確
定
申
告
の
際
に
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

※
認
定
を
受
け
る
場
合
は
早
め
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
高
齢
福
祉
課
　
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
６

平
成
20
年
度
（
平
成
20
年
1
月
〜
平
成

20
年
12
月
分
）
の
助
成
金
の
請
求
を
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
該
当
す
る
場
合
は
次

の
い
ず
れ
か
の
会
場
へ
来
場
の
上
、
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
対
象
者
　

自
動
車
税
ま
た
は
軽
自
動
車
税
の
減
免

を
受
け
て
い
る
人（
申
請
済
の
人
）で
、

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
、
療
育

手
帳
Ａ
ま
た
は
戦
傷
病
者
手
帳
特
別
第

１
・
第
２
項
症
に
該
当
す
る
人
。

当
日
持
参
す
る
も
の

・
山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
金
請
求
書

・
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
戦

傷
病
者
手
帳
の
い
ず
れ
か
（「
減
免
申

請
済
」
と
押
印
が
あ
る
も
の
）

・
印
鑑
　
・
車
検
証

・
預
金
通
帳
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
除
く
）

・
対
象
期
間
分
の
自
動
車
燃
料
の
領
収

書
（
請
求
者
氏
名
が
印
字
さ
れ
て
い
る

も
の
）
お
よ
び
購
入
量
計
算
書
、
ま
た

は
支
払
証
明
書
（
購
入
先
給
油
店
か
ら

証
明
を
受
け
た
も
の
）

※
請
求
書
、
購
入
量
計
算
書
お
よ
び
支

払
証
明
書
の
用
紙
は
、
各
庁
舎
障
害

福
祉
担
当
窓
口
お
よ
び
中
北
保
健
福

祉
事
務
所
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

中
北
保
険
福
祉
事
務
所
　
福
祉
課
　

０
５
５
（
２
３
７
）
１
３
８
１

０
５
５
（
２
３
５
）
７
１
１
５

福
祉
課
　
敷

０
５
５
（
２
７
７
）
３
１
１
４

０
５
５
（
２
７
７
）
７
９
５
０

開
催
場
所
　

子
育
て
ひ
ろ
ば
（
敷
島
第
２
庁
舎
）

行

政

募

集

相

談

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

ス

ポ

ー

ツ

そ
の
他
情
報

… 敷島第２庁舎敷
２

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎
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水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
に
つ
い
て

障
害
者
控
除
の

対
象
者
認
定
申
請
に
つ
い
て

山
梨
県
心
身
障
害
者
自
動
車
燃
料
費

助
成
金
の
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

1月  6日(火) 午前10時～午後3時 
1月  8日（木） 午前9時30分～午後4時 
1月14日（水） 午前9時30分～午後4時 
1月15日（木） 午前10時～午後3時 
1月20日（火） 午前10時～午後3時 
1月22日（木） 午前10時～午後3時 
1月23日（金） 午前10時～午後3時 
1月26日（月） 午前10時～午後4時 
1月28日（水） 午前10時～午後3時 
1月29日（木） 午前10時～午後3時 
2月  2日（月） 午前9時30分～午後4時 
2月  5日（木） 午前9時30分～午後4時 

昭和町総合会館 2階軽運動室 
甲府市総合市民会館 1階多目的室 
甲府市総合市民会館 1階多目的室 
北杜市役所長坂総合支所 1階会議室 
甲斐市敷島総合文化会館 2階研修室 
甲斐市敷島総合文化会館 2階研修室 
北杜市役所本庁舎（須玉） 1階会議室 
北巨摩合同庁舎（韮崎） 1階大会議室 
白根保健センター 1階多目的室 
白根保健センター 1階多目的室 
甲府市総合市民会館 1階多目的室 
甲府市総合市民会館 1階多目的室 

受付日時（平成21年） 会場 子
育
て
ひ
ろ
ば
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童
謡
や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
わ
ら

べ
う
た
な
ど
ふ
れ
あ
い
遊
び
を
親
子
で

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

※
開
催
日
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

時
間

午
前
10
時
30
分
〜
10
時
50
分
　

対
象
年
齢
　

水
曜
　
６
か
月
〜
１
歳
６
か
月

金
曜
　
１
歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満

歌
を
歌
っ
た
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
体
を
使
っ
て
遊
び
ま
す
。

講
師

窪
田
音
楽
教
室
窪
田
敏
子
さ
ん

日
時

１
月
23
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

対
象
１
歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満
の
親
子

定
員

15
組
　

（
予
約
制
・
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
）

申
込
受
付
　

１
月
８
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
〜
　

窓
口
で
直
接
受
付
（
電
話
受
付
不
可
）

お
や
つ
作
り
を
通
し
て
栄
養
士
と
共

に
食
育
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
の
悩
み
な
ど
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。

日
時

１
月
20
日
（
火
）
・
21
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
45
分

対
象
１
歳
６
か
月
〜
３
歳
未
満
の
親
子

指
導
者

市
食
生
活
改
善
推
進
員

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

参
加
費

３
０
０
円

定
員

各
６
組
（
予
約
制
）

申
込
受
付
　

１
月
８
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
〜

窓
口
で
直
接
受
付
（
電
話
受
付
不
可
）

保
育
園
・
児
童
館
の
情
報
提
供
、
育

児
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
面
接
相
談

の
ほ
か
電
話
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
相
談
専
用
電
話

０
５
５
（
２
７
７
）
１
２
６
０

■
問
い
合
わ
せ
は
…

子
育
て
ひ
ろ
ば
　
敷
２

０
５
５
（
２
７
７
）
１
７
６
２

市
で
は
、
緑
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
ま

ち
を
つ
く
る
た
め
、
生
け
垣
や
花
壇
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
住
宅
な
ど

の
公
道
に
面
し
た
部
分
に
新
た
に
生
け

垣
や
花
壇
を
つ
く
る
場
合
、
そ
の
費
用

を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

樹
木
の
購
入
費
や
支
柱
、
花
壇
の
施

工
費
や
種
苗
代
の
ほ
か
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀

か
ら
生
け
垣
な
ど
に
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
取
り
壊
し
費
用
も
助
成
さ
れ
ま
す
。

補
助
金
を
受
け
る
に
は
い
く
つ
か
の

要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
着
工
前

に
ご
相
談
（
申
請
）い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
既
に
完
成
し
て
い
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
助
成
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…
緑
化
推
進
課
　
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
７
１

募
集
住
宅

市
営
田
中
団
地
１
号
館
８
号

室
﹇
２
Ｋ
﹈（
篠
原
１
３
１
８
番
地
１
）

選
考
　

市
営
住
宅
の
入
居
基
準
で
行
い
ま
す
。

募
集
方
法

申
込
用
紙
を
建
設
課
、
双
葉
・
敷
島

支
所
各
地
域
課
で
配
布
し
ま
す
の
で
、

期
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

入
居
者
は
入
居
条
件
等
審
査
の
う
え

決
定
し
ま
す
が
、
該
当
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
間
　

１
月
５
日
（
月
）
〜
16
日
（
金
）

（
土
･
日
曜
日
･
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

抽
選
日（
予
定
）

１
月
23
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

■
問
い
合
わ
せ
は
…
建
設
課
　
竜
　
　
　

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
８

離
婚
、
相
続
、
土
地
、
交
通
事
故
、

損
害
賠
償
、
サ
ラ
金
等
の
消
費
者
問
題

な
ど
を
受
け
付
け
ま
す
。
手
元
に
あ
る

関
係
資
料
を
持
参
し
、
相
談
内
容
を
ま

と
め
て
相
談
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
は
厳
秘
扱
い
で
す
。

日
時

１
月
16
日
（
金
）

午
後
１
時
〜
４
時

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館

定
員

10
人
（
１
人
あ
た
り
の
相
談
時
間

は
30
分
と
な
り
ま
す
）

担
当

山
梨
県
司
法
書
士
会
相
談
セ
ン

タ
ー
所
属
司
法
書
士

申
込
受
付

１
月
13
日
（
火
）

午
後
５
時
40
分
〜
５
時
55
分
ま
で
電

話
受
付
（
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、

相
談
日
前
日
ま
で
の
業
務
時
間
内
で

受
付
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
　

市
民
課
　
竜

０
５
５
（
２
７
８
）
１
６
６
４

※
無
料
法
律
相
談
は
次
の
会
場
で
も
行

っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
電
話
に
よ

る
予
約
制
で
す
。

・
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
甲
府
市
丸
の
内

１
‐
８
‐
５
県
民
情
報
プ
ラ
ザ
２
階
）

０
５
５
（
２
２
３
）
１
３
６
６

・
山
梨
学
院
大
学
法
科
大
学
院
法
律
事

務
所
（
甲
府
市
酒
折
２
‐
４
‐
５
）

０
５
５
（
２
２
４
）
１
９
４
０

・
法
テ
ラ
ス
※
資
力
の
乏
し
い
人
に
限

ら
れ
ま
す
（
甲
府
市
中
央
１
‐
12
‐
37

イ
リ
ッ
ク
ス
ビ
ル
１
階
）

０
５
０
（
３
３
８
３
）
５
４
１
１

日
程敷

島
地
区
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク

子
育
て
相
談

ぽ
け
っ
と
ひ
ろ
ば

お
楽
し
み
お
や
つ
作
り

生
け
垣
・
花
壇
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

無
料
法
律
相
談

子
育
て
相
談

子
ど
も
ネ
ッ
ト
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ



行

政

募

集

相

談

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

ス

ポ

ー

ツ

そ
の
他
情
報

… 敷島第２庁舎敷
２

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎

21

１
月
９
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

双
葉
地
区
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

１
月
16
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

日
程敷

島
地
区
子
育
て
し
ゃ
べ
り
場

１
月
９
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※
参
加
を
希
望
す
る
人
は
、
必
ず
事
前

に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

敷
島
公
民
館
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
４
０
０

双
葉
公
民
館

０
５
５
１
（
２
８
）
７
６
８
１

日
時

２
月
14
日
（
土
）
・
15
日
（
日
）

と
も
午
前
10
時
〜
正
午
と
午
後
１
時

〜
３
時
の
２
回
、
計
４
回
。

場
所

甲
斐
敷
島
梅
の
里
ク
ラ
イ
ン
ガ

ル
テ
ン
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

参
加
料

１
樽
７
、
０
０
０
円

定
員

各
回
25
人
　
計
１
０
０
人
（
定
員

に
な
り
次
第
締
切
）

申
込
受
付

１
月
25
日
（
日
）
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

農
事
組
合
法
人
ゆ
う
の
う
敷
島

０
５
５
（
２
６
７
）
０
８
３
１

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
い
ざ
と
い
う
時
ど
う
い
う
行
動
を

と
っ
た
ら
い
い
か
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時

１
月
31
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

竜
王
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室

内
容

災
害
へ
の
個
人
の
対
応
方
法

（
実
際
に
災
害
活
動
し
た
人
か
ら
基

礎
的
な
知
識
を
学
ぶ
）

講
師

災
害
・
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

未
来
会
　
代
表
山
下
博
史
さ
ん

対
象

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
し
意
欲
の

あ
る
人

・
甲
斐
市
災
害
協
定
を
結
ん
で
い
る
団

体
や
職
員

・
社
会
福
祉
福
祉
施
設
職
員
等

後
援

甲
斐
市
建
設
安
全
協
議
会

参
加
料

無
料

※
自
由
参
加
、
申
込
不
要
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

農
業
生
産
者
を
対
象
に
、
生
産
か
ら
加

工
、
販
売
ま
で
を
一
貫
し
た
計
画
の
も

と
で
展
開
す
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
理

論
と
そ
の
手
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時

１
月
21
日
（
水
）
・
28
日
（
水
）、

２
月
４
日
（
水
）

子
育
て
し
ゃ
べ
り
場

農
業
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
修
を

開
催
し
ま
す

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

味
噌
作
り
体
験
事
業

■竜王北部公民館 ■申し込み・問い合わせは…竜王北部公民館 055（276）7511

●公民館主催講座
■受付開始…１月６日（火） 午前９時から電話で受付（定員になり次第締切）
■受講料…無料（講座により教材費がかかります）
■受講対象者…市内在住者および市内に勤務されている18歳以上の人
（竜王南部公民館の講座のみ、市内在住者および市内に勤務されている親とその子）

講座名 内容 定員 期間・時間 講師 教材費/持ち物

旬の魚介と
冬野菜を使った
あったか料理

魚介と冬野菜を使った料理を作ります。
かきのライスグラタン・ほうれん草と
帆立のスープ等を作ります。

20人

２月６日（金）・13日（金）・
20日（金）
全３回
午前９時30分～正午

管理栄養士
輿石睦子

2,500円
エプロン、三角巾
筆記用具
持ち帰り用タッパー

講座名 内容 定員 期間・時間 講師 教材費/持ち物

トールペイント教室
絵心がなくても大丈夫。図案にそって花い
っぱいのバスケットとウエルカムボードを
仕上げます。

20人

５回
２月６日～３月13日
毎週金曜日
※２月27日は除く
午前10時～正午

トールペイント
インストラクター
近藤みほ

2,500円
エプロン、ぼろ布

手作りみそつくり
今年も手作りみそを作りませんか。国
産材料を使うので安心です。味のまろ
やかな麹みそが出来上がります。

50人
２月14日（土）
午後1時30分～3時30分　　

味噌､麹製造
石原彦八

1セット（5kg）
2,400円
エプロン､三角巾
8リットル容器

■竜王南部公民館 ■申し込み・問い合わせは…竜王南部公民館 055（276）0711

講座名 内容 定員 期間・時間 講師 教材費/持ち物

親子ふれあい
ものづくり体験教室

もの作りを通じ、親と子のコミュニ
ケ－ションをはかり、木工工作やお菓
子作りなど、親子で楽しく、もの作り
を体験してみませんか。

12組

1月17日～3月14日
全9回　毎週土曜日
※1月31日は除く
午前10時～正午
※内容により１日講座あり

内容により、講師
は変わります。

９回/4,000円
（教材費、保険等を含む）

■敷島公民館講座 ■申し込み・問い合わせは…敷島公民館 055（277）4111



午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
　
　

申
込
期
限

１
月
７
日
（
水
）

場
所

農
業
展
示
館
（
下
今
井
１
１
０
０

総
合
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
内
）

定
員

30
人
（
先
着
順
）

講
座
内
容

講
義
お
よ
び
演
習

受
講
料

無
料

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

専
門
学
校
　
山
梨
県
立
農
業
大
学
校

０
５
５
１
（
３
２
）
２
２
６
９
　
　
　

０
５
５
１
（
３
２
）
２
０
３
４

親
子
の
交
流
や
情
報
交
換
を
兼
ね
、

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

２
月
18
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
正
午

場
所

敷
島
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

歌
と
手
遊
び
・
軍
手
で
人
形
作
り

定
員

20
組
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

対
象
者

未
就
園
児
と
保
護
者

参
加
料

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所
　

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

展
示

竜
王
俳
句
会
（
俳
句
）

期
間

１
月
27
日（
火
）〜
２
月
24
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
北
部
公
民
館
　

０
５
５
（
２
７
６
）
７
５
１
１

展
示

さ
く
ら
ク
ラ
ブ
（
押
し
花
絵
）

期
間
１
月
20
日（
火
）〜
３
月
17
日（
火
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
中
部
公
民
館
　

０
５
５
（
２
７
６
）
５
７
８
２

展
示

押
し
花
の
会
（
押
し
花
絵
）

期
間

１
月
14
日（
水
）〜
３
月
25
日（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…
竜
王
南
部
公
民
館
　
　

０
５
５
（
２
７
６
）
０
７
１
１

◆
園
外
活
動
そ
の
１

日
時

１
月
８
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

場
所

ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
管
理
棟

内
容

凧
揚
げ
遊
び

持
ち
物

飲
み
物
、
帽
子
、
上
着

参
加
料

無
料

対
象

未
就
園
児
と
保
護
者

申
込
方
法

当
日
、
集
合
場
所
に
て
受
付

◆
園
外
活
動
そ
の
２

日
時

１
月
15
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

場
所

ド
ラ
ゴ
ン
パ
ー
ク
管
理
棟

内
容

ボ
ー
ル
遊
び
・
大
型
ゲ
ー
ム

持
ち
物

飲
み
物
、
帽
子
、
上
着

参
加
料

無
料

対
象

未
就
園
児
と
保
護
者

申
込
方
法

当
日
、
集
合
場
所
に
て
受
付

◆
園
外
活
動
そ
の
３

日
時

１
月
22
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

働
く
婦
人
の
家

（
万
才
７
６
１
番
地
）

内
容

お
正
月
の
伝
承
遊
び

持
ち
物

上
履
き
、
飲
み
物

参
加
料

無
料

対
象

未
就
園
児
と
保
護
者

定
員

40
組
（
完
全
予
約
制
）

申
込
方
法

１
月
５
日
（
月
）
午
前
９
時

30
分
か
ら
電
話
受
付
（
定
員
に
な
り
次

第
締
切
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

光
保
育
園（
下
今
井
２
３
７
４
番
地
１
）

０
５
５
１
（
２
８
）
１
５
６
６

「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
の
普

及
や
情
報
交
換
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

日
時

２
月
６
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
　
　
　

場
所

敷
島
総
合
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

内
容

活
動
内
容
の
発
表
、
写
真
の
展

示
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等

定
員

２
５
０
人

対
象

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
料

無
料

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

握
力
・
上
体
お
こ
し
等
の
６
種
目
を

行
い
、
体
力
年
齢
を
測
定
し
ま
す
。

日
程

①
２
月
10
日
（
火
）
双
葉
体
育
館

②
２
月
13
日
（
金
）
敷
島
体
育
館

③
２
月
14
日
（
土
）
竜
王
体
育
館

受
付

午
前
９
時
30
分
〜

時
間

午
前
10
時
〜
正
午
　

参
加
料

無
料

対
象

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

※
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
は
、
貴
単
位
ク
ラ

ブ
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

市
社
会
福
祉
協
議
会
敷
島
本
所

０
５
５
（
２
７
７
）
１
１
２
２

初
心
者
か
ら
も
っ
と
上
手
く
な
り
た

い
人
ま
で
気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

主
催

市
体
育
協
会
ス
キ
ー
部

日
程

２
月
14
日
（
土
）

※
午
後
は
自
由
滑
走

場
所

長
野
県
青
木
湖
ス
キ
ー
場

集
合

敷
島
総
合
文
化
会
館
に

午
前
６
時
集
合

参
加
費
用

一
人
２
、
０
０
０
円

※
リ
フ
ト
一
日
券（
大
人
１
、５
０
０
円
、

子
供
１
、
０
０
０
円
）
貸
し
ス
キ
ー
代

は
別
途
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
資
格

市
内
在
住
者
（
中
学
生
以
下

行

政

募

集

相

談

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

ス

ポ

ー

ツ

そ
の
他
情
報
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子
育
て
サ
ロ
ン

〟ク
ロ
ー
バ
ー
〞開
催

甲
斐
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ヤ
ン
チ
ャ
リ
カ
」

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
０
９

ギ
ャ
ラ
リ
ー
紹
介

竜
王
北
部
公
民
館

竜
王
中
部
公
民
館

竜
王
南
部
公
民
館

な
が
い
き
健
康
大
会

日
帰
り
ス
キ
ー
教
室
参
加
者
募
集



に
つ
い
て
は
、
保
護
者
同
伴
）

募
集
定
員

80
人
（
先
着
順
）

受
付
開
始

１
月
15
日
（
木
）

午
前
９
時
か
ら
電
話
に
て
受
付

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

体
育
協
会
事
務
局

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）

０
５
５
１
（
２
０
）
３
６
５
６

講
座
名

「
パ
ソ
コ
ン
基
礎
・
会
計
事
務
コ
ー
ス
」

内
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
か
ら
ワ

ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
つ
い
て
実
習
し
、
さ
ら
に
事
務

職
種
の
科
目
と
し
て
会
計
事
務
コ
ー

ス
を
開
講
し
ま
す
。

日
時

２
月
３
日
（
火
）
〜
17
日
（
火
）

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
10
日
間

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所

甲
府
市
幸
町
23
‐
10

リ
コ
ー
販
売
（
株
）

山
梨
支
社
甲
府
事
業
所

対
象
者

概
ね
60
歳
代
前
半
の
人
で
雇

用
、
就
業
を
希
望
さ
れ
る
人

受
講
料

無
料

定
員

20
人

申
込
締
切

１
月
16
日
（
金
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

(
社)

山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

０
５
５
（
２
２
８
）
８
３
８
３

勧
学
院
で
は
、
生
き
が
い
づ
く
り
を

支
援
し
、
活
力
に
満
ち
た
地
域
づ
く
り

の
指
導
者
養
成
を
目
指
し
ま
す
。

募
集
人
数

各
地
域
学
園
40
人

（
計
３
６
０
人
）
県
下
に
、
甲
府
・
中

巨
摩
・
東
山
梨
・
東
八
代
・
西
八

代
・
南
巨
摩
・
北
巨
摩
・
南
都
留
・

北
都
留
の
９
学
園
が
あ
り
ま
す
。

入
学
資
格
　

県
内
在
住
者
で
、
お
お
む
ね
60
歳
以

上
の
、
健
康
で
学
ぶ
意
欲
の
あ
る
人
。

修
業
年
限

２
か
年

募
集
期
間
　

１
月
19
日
（
月
）
〜
３
月
19
日
（
木
）

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

費
用

基
本
学
習
費
（
５
、
０
０
０
円
）

を
徴
収
し
ま
す
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
活

動
・
研
修
旅
行
に
要
す
る
経
費
、
学

習
場
所
へ
の
交
通
費
・
教
材
費
・
勧

学
院
バ
ッ
ジ
代
・
傷
害
保
険
な
ど
は

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…

中
北
教
育
事
務
所
（
韮
崎
市
本
町
４
‐

２
‐
４
北
巨
摩
合
同
庁
舎
３
階
）

０
５
５
１
（
２
３
）
３
０
０
７

国
で
は
、
中
小
企
業
の
資
金
繰
り
支

援
に
万
全
を
期
す
た
め
、
緊
急
保
証
制

度
を
導
入
し
ま
し
た
。
緊
急
保
証
の
対

行

政

募

集

相

談

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

ス

ポ

ー

ツ

そ
の
他
情
報

… 敷島第２庁舎敷
２

竜 … 竜王庁舎

敷 … 敷島庁舎

双 … 双葉庁舎
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●「第4回甲斐市ふれあい新春カラオケ大会」
華やかなステージで市内の団体・企業から選ば

れたみなさんが自慢の歌声を競います。
どなたでも自由に観覧できます。

日時 1月25日（日）午後０時30分開場　
午後１時開演

入場無料
主催 「第4回甲斐市ふれあい新春カラオケ大会」

実行委員会
※出場者の募集は終了しました。

●ゴスペルワークショップ参加者募集
講師 岩下真由美さん

(ゴスペルシンガー、ディレクター）
伴奏 青柳真理さん

(ピアノ講師、音楽教室主宰）
日時 1月18日（日）、2月1日（日）・8日（日）・15日（日）

21日（土）全5回
午後1時30分～3時

場所 双葉ふれあい文化館1Fリハーサル室また
は視聴覚室

定員 30人
対象 小学5年生以上で原則全日程参加可能な人。

（小学生から高校生のみの参加は保護者の承
諾が必要です。）
ワークショップの成果発表として2月22日
（日）に双葉ふれあい文化館で開催される
「KAIふれあいステージ2009」に参加者全
員で出演します。

締切 1月18日（日）まで
参加費 3,000円
※双葉ふれあい文化館、市内各庁舎、公民館に設
置してある申込用紙にご記入の上、双葉ふれあ
い文化館事務室まで持参、郵送、FAXしてくだ
さい。

●「KAIふれあいステージ2009」
日時 2月22日（日）午前9時30分開演予定

入場無料
※現在出演者募集中です。
※応募締切は1月10日（土）まで

●「爆笑ライブ2009」
日時 2月15日（日）※時間未定
出演 超新塾、東京03、渡辺直美他

※現在、人気芸人出演交渉中です。お楽しみに。
開演時間、入場料等、詳しくはお問い合わせくだ
さい。
※チケットは1月14日（水）発売開始。
＜プレイガイド＞
沢田屋双葉店・竜王北部公民館・竜王中部公民
館・竜王南部公民館・敷島総合文化会館・県民文
化ホール　

■問い合わせは･･･
双葉ふれあい文化館事務室
0551（20）3660

技
能
講
習
受
講
生
募
集

山
梨
こ
と
ぶ
き
勧
学
院

平
成
21
年
度
「
学
生
募
集
」

中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
へ



象
業
種(

６
１
８
種)

に
属
し
、
市
の
認

定
を
受
け
た
中
小
企
業
者
が
対
象
で
す
。

対
象
業
種
の
中
小
企
業
者
は
、
金
融

機
関
か
ら
融
資
を
受
け
る
際
に
一
般
保

証
と
は
別
枠
で
、
無
担
保
保
証
で
８
千

万
円
、
普
通
保
証
で
２
億
円
ま
で
信
用

保
証
協
会
の
１
０
０
％
保
証
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

（http://w
w
w
.chusho.m

eti.go.jp

）

で
確
認
願
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
は
…

関
東
経
済
産
業
局
産
業
部

中
小
企
業
金
融
課

０
４
８
（
６
０
０
）
０
４
２
５

甲
府
市
中
心
商
店
街
内
を
、
色
と
り
ど

り
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩
り
ま
す
。

点
灯
期
間

２
月
14
日
（
土
）
ま
で

場
所

甲
府
市
中
心
商
店
街
内
（
か
す
が

も
〜
る
商
店
街
、
銀
座
通
り
、
オ
リ

オ
ン
通
り
、
桜
町
通
り
を
中
心
に
中

央
商
店
エ
リ
ア
）

■
問
い
合
わ
せ
は
…

甲
府
市
商
工
振
興
課
　

０
５
５
（
２
３
７
）
５
６
９
３

甲
府
市
商
工
会
議
所
　

０
５
５
（
２
３
３
）
２
２
４
１

行

政

募

集

相

談

講
座
・
教
室

イ

ベ

ン

ト

ス

ポ

ー

ツ

そ
の
他
情
報
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こ
う
ふ
・
タ
ウ
ン
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

〜
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
の
光
〜

規
格１

カ
ラ
ー
の
写
真
に
限
定

２
撮
影
者
自
身
に
著
作
権
の
あ
る
未
発
表
・
未
公
開
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
。

※
他
の
写
真
展
な
ど
で
入
選
さ
れ
た
作
品
等
は
遠
慮
願
い
ま
す
。

３
プ
リ
ン
ト
し
た
も
の
の
場
合
は
Ｌ
判
以
上
の
も
の
。

４
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
場
合
は
２
０
０
万
画
素
以
上
の
も
の
。
※
デ
ー
タ
で
提
出
願
い
ま
す
。

応
募
方
法
　

作
品
に
撮
影
者
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
撮
影
場
所
、
撮
影
年
月
日
、
作
品
タ
イ

ト
ル
お
よ
び
そ
の
説
明
を
添
え
て
議
会
事
務
局
ま
で
送
付
。

応
募
期
限

１
月
30
日（
金
）ま
で

※
人
物
が
明
ら
か
に
特
定
で
き
る
場
合
は
、
応
募
前
に
必
ず
本
人
の
了
解
を
得
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
作
品
は
原
則
と
し
て
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

送
付
先

〒
４
０
０
‐
０
１
９
２
　

甲
斐
市
篠
原
２
６
１
０
番
地
　
甲
斐
市
議
会
事
務
局
　
庶
務
・
議
事
担
当

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
…
議
会
事
務
局
　
竜
　
　

０
５
５（
２
７
８
）１
６
７
３

議
会
だ
よ
り
の
表
紙
写
真
を
募
集
し
ま
す

1月10日は110番の日です

警察では、各種事件・事故等の緊急事案の早期解
決を目的として「緊急時 あなたを守る110番」を合
い言葉に、市民のみなさんに広く110番通報のご
協力をお願いしております。110番通報は、携帯
電話、一般加入電話などから「110」とダイヤルす
ると県内のどこからでも警察本部の通信指令室につ
ながります。通信指令室では、「いつ」「どこで」「何
が」「あなたの住所・氏名」などをお尋ねしますので、
落ち着いてお話しください。なお、いまだに多くの
イタズラ電話や間違い電話があります。イタズラ電
話は、緊急の事件・事故等の通報に大きな支障をき
たしますので絶対やめましょう。真に必要なときに、
利用されるようお願いいたします。
また、相談ごと等は、最寄の警察署、交番、駐在

所または警察本部総合相談室「＃9110」におかけく
ださい。

■問い合わせは…
韮崎警察署　 0551（22）0110（代）
警察本部地域課　 055（235）2121（代）

犯罪現場はそのままに

「外出先から帰宅したら家の中が荒らされていた」
など、泥棒による被害に遭ったとき、また、犯罪の
現場を発見したときは落ち着いて次のように対応し
てください。
◎犯罪現場は手をつけずそのままにして、その場所
や付近に立ち入らない。（犯罪現場には、指紋や足
跡など犯人が残した痕跡がたくさんあります。）

◎110番通報または最寄りの警察署、交番、駐在
所まで届け出る。（直ちに伺い、状況を聞いたり、
必要に応じ指紋や足跡など犯人が残した痕跡を採
取させていただきます。）
警察では、こうした痕跡を採取し犯人を捜す手が

かりとしています。泥棒は、サッシを割って侵入す
るものやピッキング等の特殊な方法により鍵を開け
て侵入するなど、様々な方法でみなさんの財産を狙
っています。こうした犯罪からみなさんを守るため、
私たち警察は日々奔走しておりますが、何よりみな
さんのご協力が必要です。事件を早く解決するため、
犯罪の被害にあった場合は、犯罪現場はそのままに
して直ちに警察に届け出てください。みなさんのご
協力をお願いします。

■問い合わせは…
韮崎警察署　 0551（22）0110（代）
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家庭等において伐採されたせん定枝
を粉砕処理します。
対象となる枝
せん定枝の長さは２ｍ以下、直径10cm

以下のものに限ります。
果樹のせん定枝についても対象とします。
※枯れた枝、根の部分、腐食した物、金属類がついた
枝、草・竹等や葉っぱのみは受け入れしませんので
注意してください。
※営利目的で伐採したせん定枝の持ち込みはでき
ません。

粉砕チップを希望する人へ
粉砕処理したチップを市内在住者に無料で差し

上げます。受入時間内に袋を持参して係員の指示
に従ってください。

処理施設の年末年始休業により、年
始の一般ごみ収集は１月５日（月）から
開始になりますが、各地区のごみ収集
日程表（カレンダー）を確認の上、出して

ください。なお、休み期間中に収集場所へ
ごみを出したままにしないようお願いいたします。
また、敷島地区資源リサイクルステーションに

ついては、１月４日（日）午前８時30分から開始し
ます。

せん定枝粉砕処理 年始のごみ収集について

敷島地区河川清掃お疲れさまでした。
12月７日（日）

に行われた敷島地
区河川清掃（睦沢、
清川、吉沢地区を
除く）にご協力い
ただきありがとう
ございました。

場
所 

受
入
日
時 

玉幡中学校北側の市有地 自然休養村管理センター 
（敷島総合公園入口） 

日・月・火・水・木・土 

午前９時～正午 
午後１時～４時 

日・火・金 

午前９時～正午 
午後１時～４時 

【受入場所および受入日時】 

※１月1日～３日、12日は年始休業および祝日のため、お休みです。

■問い合わせは…
環境課（双葉庁舎１階） 0551（20）3653
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666
敷島支所地域課（敷島庁舎２階） 055（277）3113

介護相談員
介護保険サービスを利用している人の日常的な
不満や疑問をお聞きし、利用者が安心して介護サ
ービスを受けられるよう、サービスを提供する事
業者との調整を行う橋渡しの役を担っています。
市には、市が委嘱した４人の介護相談員が活動
しています。相談員には守秘義務があり、利用者
のプライバシーは保護されますので、お気軽にご
相談ください。

訪問している事業所は次の８か所です。
・特別養護老人ホームめぐみ荘
・特別養護老人ホーム敷島荘
・市社会福祉協議会通所介護事業所
・介護老人保健施設山梨ライフケアホーム
・しまのさとデイサービスセンター
・ひかりの里双葉デイサービスセンター
・三井クリニックデイサービスセンター福福
・りほく病院高齢者総合ケアセンター

認知症キャラバン・メイト
認知症の正しい知識や接し方などについて一定
の研修を受けた「認知症キャラバン・メイト」が、
市には現在25人います。地域で認知症の理解者で
ある「認知症サポーター」を養成する講座を開き、
講師を務めています。
何か集まりごとがあるときなどを利用して、みな
さんも認知症について一緒に考えてみませんか。

12月に竜王新町上公民館で開かれた講座の様子
「もし、道で会った近所のおじいちゃんの様子が
おかしかったら…」など、具体的に身近な事例を
挙げながら、認知症について学びました。

サポーターの証の
オレンジリング

■問い合わせは… 高齢福祉課（敷島庁舎１階） 055（277）3116
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●ヘルスサポーター募集
市ではヘルスサポーターを募集しています。
ヘルスサポーターは、「健康日本21」の趣旨をふまえ、メタボリック症候群を予防し、自らの食生活の改善を
めざす人です。みなさんで参加して、自分の健康を守りませんか。
対　　象 ヘルスサポーターに興味のある人　　日　　時 １月28日(水) 午前９時30分～午後２時30分
受　　付 午前９時～９時15分　　場　　所 敷島保健福祉センター　　定　　員 25人
内　　容 講義、調理実習、教室終了時に登録証を発行します
持 ち 物 エプロン、三角巾、筆記用具　　申込期間 １月７日(水)～16日(金)

●総合健診結果説明会
健診は受けただけでは意味がありません。

生活習慣を改善することが一番大切です。生
活習慣を見直し、改善に努め、より健康な生
活が送れるよう役立てていただくために結果
説明会を行います。
受付時間　① 午前９時30分～10時

② 午後１時30分～２時
対　　象 総合健診を受けた人
持 ち 物 ｢総合健診結果説明会について｣の

用紙
※日程変更希望の人は、ご連絡ください。ま
た、結果説明会は今回の日程で最終となり
ますので、まだ結果をとりにきていない人
は、必ず出席してください。

■問い合わせは…
健康増進課（敷島庁舎１階） 055（277）4735

双葉地区

竜王地区

敷島地区

健診受診日 日　程 受付時間 場　所

1月13日(火） ①

1月28日(水） ①

6月～10月までの間と12月4日・
5日に健診を受けて、結果をとり
に来ていない人

竜王
保健福祉センター

健診受診日 日　程 受付時間 場　所

1月 9日(金） ①

1月15日(木） ①

1月19日(月） ②

1月22日(木） ①

6月～10月までの間と12月4日・
5日に健診を受けて、結果をとり
に来ていない人

敷島
保健福祉センター

●在宅介護者座談会～日頃の悩みや体験を話してみませんか～
介護の悩みを語り合い、介護者同士交流する座談会を開催します。
日　　時 2月23日（月）午前10時～11時30分
場　　所 双葉保健福祉センター　　対　　象　市内在住の在宅で高齢者を介護している人
内　　容 介護者同士の情報交換、交流 参加料 無料
■申し込み・問い合わせは…市社会福祉協議会竜王支所　　 055（279）1112

問い合わせ（委託先）

＜脳のいきいき教室（認知症予防教室）＞

＜介護予防教室＞

テーマ・講師 日　時 場　所 対象者

～認知症予防について及び３Ｂ体操～
講師　(福)ひかりの里　職員
日本３B体操協会　輿石　王子

1月10日（土）
午後１時30分～

大屋敷公民館
（龍地6435)

「ひかりの里」双葉在宅
介護支援センター
0551(28）5545

～脳の元気教室～
講師　竜王在宅介護支援センター　職員

1月20日（火）
午前10時～11時30分

中八幡区公会堂
（西八幡826-4）

竜王在宅介護支援センター
(竜王保健福祉センター内)
055(279）1113

テーマ・講師 日　時 場　所 対象者 問い合わせ（委託先）

～介護予防体操～
講師　ブルーアース　山本教子

1月28日（水）
午前10時～11時30分

中八幡区公会堂
（西八幡826-4）

竜王在宅介護支援センター
(竜王保健福祉センター内)
055(279）1113

～あなたを悩ますその痛みの原因は？～
講師　恵信甲府病院
リハビリテーション部部長　橋田薫

1月24日（土）
午後１時30分～３時

富竹新田１区公会堂
（富竹新田1410-2）

めぐみ荘
在宅介護支援センター
055（278）0881

■問い合わせは…健康増進課（敷島庁舎） 055（277）4735
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666 双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651

興味関心のある人

～認知症の予防と介護保険について～
講師　めぐみ荘在宅介護支援センター　職員

1月17日（土）
午後１時30分～３時

富竹新田４区公会堂
（富竹新田759-4）

めぐみ荘
在宅介護支援センター
055（278）0881

興味関心のある人

健診受診日 日　程 受付時間 場　所

1月20日(火） ①

1月30日(金） ①

6月～10月までの間と12月4日・
5日に健診を受けて、結果をとり
に来ていない人

双葉
保健福祉センター



●軽運動教室を開催します
一人では運動を続ける自信がない人など、みんなで楽しく運動しましょう。

日　　時　１月23日（金）午後２時30分～３時、午後３時30分～４時の２回
場　　所 敷島保健福祉センター内軽運動室
対　　象 市内在住の20歳以上の人
定　　員 各５人
内　　容 ダンベルを使った、やさしいエクササイズ、ストレッチ体操
費　　用 無料　ただし施設使用料（100円）が必要です。

持 ち 物 運動靴、運動のできる服装
講　　師 健康運動指導士
申込方法 １月６日（火）から電話受付または軽運動室で直接受付（定員になり次第締切）
■申し込み・問い合わせは…敷島保健福祉センターに直接(年末年始・月曜日休館) 055（277）7311
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●個別運動指導の実施について
①運動プログラム作成
日常生活において健康づくりに役立つ効果的な運動を行うための、健康運動指導士による運動プログラ

ム作成および実践指導を行います。
日　時 １月９日（金）・16日（金）・30日（金）午後２時30分～４時30分
場　所 敷島保健福祉センター内軽運動室
費　用 無料　ただし施設利用料(1回100円)が必要
持ち物 運動靴/運動のできる服装　※予約制ですので希望日をご連絡ください。
②水中ウォーキング
集団で行う水中ウォーキング教室を受講できない人を対象に、個別運動指導を行います。

場　所 敷島保健福祉センター内歩行浴プール
対象者 市内在住者で次に該当する人
・病院などに通っていて、運動を勧められるが長時間運動できない人
・体力、高齢、疾病などで、集団指導を受けるのが困難な人
安全のため、かかりつけ医師の診断書(費用の補助はありません)が必要な場合もあります。

※聞き取りの上、予約制になります。
■申し込み・問い合わせは…敷島保健福祉センターに直接(年末年始・月曜日休館) 055（277）7311

●糖尿病教室
糖尿病について正しい知識を持ち、自分の生活を振り返りながら、生活習慣の改善ができるよう開催しま
す。全８課になります。
対　　象 糖尿病、高血糖の人およびその家族
初回日時 １月29日（木）午後１時～４時　※２課以降の日程は後日お知らせします。
場　　所 敷島保健福祉センター
講　　師 神田昌道さん（神田内科医院医師）
定　　員 40人
内　　容 第１課　糖尿病とその治療について

第２課～８課では食事療法や運動療法について実習をふまえて実施
持 ち 物 健康診断の結果
申込方法 １月13日（火）から16日（金）まで電話受付。定員になり次第終了。
■申し込み・問い合わせは…健康増進課（敷島庁舎） 055（277）4735

●栄養学習会
生活習慣病といわれる様々な病気の原因には、食事が大きく影響しています。自分の食生活を見直し、

よりよい食習慣を身につけられるよう、食生活改善推進員が栄養学習会を開催します。

日　程  
1月17日(土） 

1月22日（木） 

1月25日（日） 

　　 時　間 
午後  0時30分～ 

午後  7時30分～ 

午前11時～ 

　　　 場　所 
双葉保健福祉センター 

富竹新田１区公会堂 

宇北公民館 

内　容 

メタボリックを予防しよう 
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●予防接種を受けましょう
予防接種で予防できる病気もあります。決められた年齢、接種間隔でしっかり予防接種を受け、お子さ

んを病気から守りましょう。予防接種当日は、必ず保護者同伴で接種を行ってください。

予防接種の種類 特記事項 

乳幼児 

年長児 

小学6年生 

日本脳炎について
は、引き続き積極的
勧奨は差し控えます。 

病気にかかったこ
とのある人、麻しん
風しんの予防接種
を各 ２々回接種した
ことのある人は対
象から除かれます。 

13歳未満の人でま
だ接種していない
人についても接種
可能です。 

指定医療機関
  
※指定医療機
関以外の主治
医のもとで接
種を希望され
る場合は、申
請が必要です。
健康増進課ま
たは竜王・双
葉支所各地域
課へ来庁くだ
さい。 

無料  
  
※決められた年
齢、接種間隔
を過ぎての接
種は、自己負
担となります
のでご注意く
ださい。 

母子健康手帳  
保険証  
予診票  
  
※予診票は、各指定医療機関に
も設置されています  

※麻しん風しん混合第３・４期に
限り、保護者が同伴できない
場合、保護者の同意書を持参
することで接種可能です。な
い場合は接種できませんので
接種当日には必ず、お持ちく
ださい。用紙は、健康増進課、
または竜王・双葉支所各地域
課にあります。 

BCG、三種（二種）混合、
麻しん風しん混合第1期
(麻しん、風しん） 
日本脳炎 

麻しん風しん混合第2期 

二種混合 

中学１年生 麻しん風しん混合第3期 

高校3年生 麻しん風しん混合第4期 

場　所 接種料金 対　象 持ち物 

 林野医院 西八幡2436 055（276）2816 
 保坂医院 富竹新田410 055（276）2619 
 広瀬外科医院 富竹新田1179 055（276）2323 
 竜王リハビリテーション病院 万才287-7 055（276）1155 
 赤坂台病院 竜王新町2140 055（279）0111 
 神田内科医院 西八幡904-1 055（276）1515 
 清水内科循環器科 篠原1429-1 055（279）3366 
 中沢クリニック 竜王3091 055（276）8111 
 杉田小児科医院 篠原2763-1 055（279）2088 
 芦沢内科小児科医院 玉川159-1 055（279）3355 
 竜王レディースクリニック 篠原2199 055（279）4132 
 竜王共立診療所 富竹新田231-1 055（279）8611 
 保坂メディカルクリニック 篠原2189-1 055（230）6550 
 芦沢整形外科医院 富竹新田1501 055（276）8566 
 千須和医院 西八幡4357-1 055（276）1288 
 福島整形外科 西八幡1196 055（279）2255 
 三枝病院 竜王新町1440 055（279）0222 
 いいの整形外科 竜王764-1 055（240）8580 
 山内耳鼻咽喉科医院 篠原226-5 055（279）3339 
 おかべ内科・神経内科クリニック 万才833-1 055（275）1117 

 原口内科・腎クリニック 篠原2975-1 055（267）5500 

 大久保医院 島上条213-3 055（277）2129 

 小山医院 島上条492-1 055（277）5102 

 志鎌整形外科 長塚2 055（277）6761 

 敷島クリニック 中下条246 055（277）8300 

 大沢医院 長塚115-11 055（277）1020 

 大房整形外科眼科医院 島上条714-1 055（230）9200 

 うちやま泌尿器・腎クリニック 中下条926-1 055（277）1211 

 ながせき頭痛クリニック 中下条1844-3 055（267）2211 

 桜こどもクリニック 中下条1900 055（267）0505 

 響ストレスケア 中下条1933-1-2F 055（267）8111 

 中島医院 下今井88-1 0551（28）2181 

 双葉クリニック 竜地4710-1 0551（28）6789 

 本橋医院 岩森79-1 0551（28）6130 

 響ヶ丘整形外科 竜地2563-14 0551（30）8100 

 ふたば内科消化器科医院 竜地2795-10 0551（28）8227 

 登美の丘クリニック 竜地6660 0551（28）6887 

 りほく病院 岩森111 0551（28）8820 

 ひかりの里クリニック 宇津谷1111 0551（20）3900

予防接種指定医療機関 

 指定医療機関 住　所 電話番号  指定医療機関 住　所 電話番号 
○ 
○ 
○
○ 
○ 
○ 
○ 
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○
○ 
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○
○ 
○ 
○
○ 
○
○ 

○ 
○ 
 
○ 
 
 
○
○ 
○ 
○ 
○
○ 
○ 
 
 
 
○ 
 

○ 

○

○ 

○ 

○ 

○ 

○

○ 

○

○ 

○ 

○ 

○

○ 

○ 

○

○ 

○

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 
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インフル 
エンザ 

乳幼児 
個別接種 

インフル 
エンザ 

乳幼児 
個別接種 

●Ｃ型肝炎セミナー～Ｃ型肝炎の最新情報～
山梨県並びに甲斐市における肝がんの死亡率は高く、その原因はＣ型肝炎ウイルスの感染によることが

わかっています。近年、肝炎における医療は目覚しく進歩し、より早期発見・早期治療が求められてきて
います。そこで、Ｃ型肝炎について正しく理解し、自分にあった治療方法や療養方法について学び、健康
管理に役立てられるようセミナーを開催します。
どなたでも参加できますので、お気軽におでかけください。

日　　時 ２月15日（日） 午後２時～
場　　所 敷島総合文化会館
内　　容 講演「Ｃ型肝炎　2009年Ｃ型肝炎の最新情報」
講　　師 榎本信幸さん（山梨大学医学部内科教授）

■問い合わせは…健康増進課（敷島庁舎） 055（277）4735
竜王支所地域課（竜王庁舎１階） 055（278）1666 双葉支所地域課（双葉庁舎１階） 0551（20）3651



●離乳食教室
離乳食の作り方を学び、みんなで情報交換ができる教室です。

受　　付 午後1時30分～1時45分（教室 午後1時45分～4時頃）
持 ち 物 母子健康手帳、問診票、離乳食用スプーン、水分補給が必要な人は麦茶等

◎申し込みが必要となりますので、事前にご連絡ください。

●母子健康手帳の発行
妊娠中の心配事がありましたら、

ご相談ください。

●マタニティクラス・ママパパクラス
妊娠中の過ごし方や出産後の育児について学んだり、育児における交流の場として行っています。

申込制になりましたので、第３課１月15日（木）、ママパパクラス１月23日（金）までにご連絡ください。

●乳幼児健診
受 付 時 間 午後１時10分～1時30分　◎午前中の受け付けは致しません。
持参するもの 母子健康手帳、バスタオル、保険証、送付の問診票（11か月、1歳6か月、２歳、３歳児健診のみ）、歯ブラシ

（11か月、1歳6か月、２歳、３歳　※普段使用しているもの）
※３歳児視聴覚・尿検査再検査日（午後３時30分～４時30分） １月15日（木）竜王保健福祉センター

１月20日（火）双葉保健福祉センター

※日程、会場の変更希望のある人は、事前にご連絡ください。なお、対象の人には個人通知します。

内　容 

4か月児健診 

11か月児健診 

1歳6か月児健診 

2歳児健診 

３歳児健診 

日　程 
１月21日（水） 
１月27日（火） 
１月23日（金） 
１月28日（水） 
１月 8 日（木） 
１月13日（火） 
１月 9 日（金） 
１月14日（水） 
１月15日（木） 
１月20日（火） 

該当児 

H20． 9 月生 

H20． 1 月生 

H19． 6 月生 

H18. 12 月生 

H17． 7 月生 

対象地区 
敷島・双葉 
竜王 

敷島・双葉 
竜王 
竜王  

敷島・双葉 
敷島・双葉 
竜王 
竜王 

敷島・双葉 

場　所 
敷島保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
双葉保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
双葉保健福祉センター 
敷島保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
竜王保健福祉センター 
双葉保健福祉センター 

 　　内　容 日　程 該当児  場　所 

　 後期の離乳食教室 １月16日（金） H20． 3 月生 竜王保健福祉センター 

　 前期の離乳食教室 １月26日（月） H20． 7 月生 敷島保健福祉センター 

発 行 時 間  
場 所  
持 ち 物  

開庁時間（午前８時30分～午後５時30分） 
健康増進課（敷島庁舎）、竜王支所地域課、双葉支所地域課 
印鑑 

内　容 
 

第３課　栄養・歯科について 
（栄養士、歯科衛生士、保健師） 

ママパパクラス 
（助産師、保健師） 

日　時 
 

１月19日（月） 
午前9時30分～正午 

１月27日（火） 
午後７時～９時 

対　象 
  
甲斐市に在住する 
５か月過ぎの妊婦
とその家族 

甲斐市に在住する 
7か月過ぎの妊婦
とその家族 

場　所 

 敷島 
 保健福祉センター 

持参するもの 

 
母子健康手帳、筆記用具 
※第３課は、普段使用している
歯ブラシ。 
※ママパパは父子健康手帳（な
い人は当日配布します） 
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●高齢者等インフルエンザ予防接種
対　　象 ・市内に住所を有する65歳以上の人

・市内に住所を有する60歳から64歳の人で、心臓・腎臓・呼吸器の機能、
またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に障害を有する人

接種期間 １月31日まで
接種医療機関 市内指定医療機関　　自己負担 1,000円　　持 ち 物 保険証
接種方法 希望する指定医療機関に予約し、接種を行ってください。予診票は各指定医療機関の窓口に設

置されています。対象者のうち、生活保護世帯の人は接種費用の助成があります。健康増進課、
または竜王・双葉支所各地域課窓口にて申請を行ってください。
なお、市外医療機関を希望の人は、手続きが必要です。料金等の詳細はお問い合わせください。
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